
薬理パフォーマンス課題② 

学習目標 

 ・与薬に伴う危険性について理解し、安全管理(６R)に基づいた行動がとれる 

 ・薬物の適切な計算ができる 

 

事例 心不全で入院中の秋月うめさん(85歳)に利尿薬を与薬することになった。 

処方箋を見ながら、点滴の準備・与薬・与薬後の観察までを実施しよう。 

 

処方箋 患者氏名：秋月 うめ様、昭和 13年 1月 2日生、女性 

薬剤・用量：生理食塩水 100㎖・ラシックス 20mg 

方法： 1時間かけて点滴静脈内注射 

時間：5月 1日 10時開始 
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テーマ 与薬に伴う危険性の理解と安全管理に基づいた行動の理解 

学年・人数  

場面設定 
心不全で入院中の患者さんに利尿薬を与薬し、点滴中・後の観察を行う場面。 

時間配分 全体の時間  ４５分 

シミュレーション時間 ５分 

導入(ブリーフィング)時間 １５分 

デブリーフィング時間 ２５分 

学習目標 
１．投薬中・後の観察点について理解する。  

患者情報 

氏名： 秋月 うめ 

年齢： ８５歳 

性別： 女性 

キーパーソン：夫 

家族構成：独居（近所に次男夫婦が住んでいる） 

診断： 心不全 

背景：40歳代で子宮を全摘、７０歳代で腰椎圧迫骨折 

   その他の大きな疾患なし。８０歳代から眩暈や息切れなどの訴えがみられ 

   心不全と診断される。今回心不全の悪化伴う呼吸苦も著明にあり入院となった。 

 

シミュレーション

の課題 

医師の指示にて利尿剤を与薬することになった。投薬中・後の観察を行ってください。 
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・有害作用の発生因子 

・有害作用の影響 

・薬剤の効果 


